親について思うこと

学校や地域で少年犯罪（いじめも含む）が起こった時、保護者の「学校は何を教えているんだ！」という台詞を良く耳にします。今年起きた佐世保小６同級生殺害事件後にも聞きました。中には自分の子供の問題行動まで学校に文句を言う恥知らずもいるようですが、一体何を勘違いしているんでしょう？このような言動を、「責任転嫁している」と言うのです。
　善悪の区別や、倫理観の根本を教えるのは親の役目です。「他人に迷惑を掛けない」、「自分が嫌な事は他人にもしない」・・・こんな当たり前のことを他人任せにして、自分は何を子供に教えるんでしょうか？


　何故上記のように思っているかを理解して貰うためにも、私の生い立ちを少しだけ書かせて頂きます。
　私の父は酒乱で、アルコール依存症です。毎日のように酔って、一晩中正座させられての説教や暴力は日常茶飯事。眠っているところにタンスや勉強机が倒れこんでくることもあったので、私達兄弟にとって、家は安心して過ごせる場所ではありませんでした。それでも、素面の時に父が見せる愛情との狭間に、随分と苦しんだ記憶があります。
　母は父を止める事が出来ず、私達兄弟が殴られている時に、台所で頭を抱えていました。（勿論ちゃんと守ろうとしてくれましたよ。守り切ることが出来ずに苦悩していましたが）ですから、「お父さんを怒らせないように」が母の口癖だったように思います。
　当時は今のように虐待問題が表に出てきていなかったので、私は保護施設の存在を知らぬまま、ただ耐えるだけの毎日を過ごしていました。次第に大きくなる父への殺意。自己主張を全く受け入れてもらえないことから発した自己否定と自殺願望。実際に、殺害・自殺計画を立てていましたから、私と父が揃って生きているのは不思議な気もします。


　今では両親の苦悩・強さ・弱さがだいぶん理解できるようになった為、比較的いい親子関係を築けていると思います。ですが、幼少時代の記憶が無くなるわけではないので、息子が生まれた当初は「うちの親よりも、よほど上手に子育てできる！」なんて思っていました。
　ところが、実際の子育てはそんなに簡単にはいきません。何しろ言葉が通じない相手なんですから。自分の希望が適えられなければ泣き喚く・暴れる・噛み付く。自分の意図する事が伝わらなければ、もどかしいあまり、やっぱり泣き喚く・暴れる・噛み付く。
　倫理観どころか善悪の区別もありませんから、食べ物をおもちゃ同然に扱ったり投げたりもします。言葉を理解しても、一人前になるには膨大な年月を必要とするでしょう。

　子育てをしてみてようやく気が付いたのですが、うちの両親は本当に多くのものを自分に与えてくれています。今の私と同じように、両親もどうすれば子供に判ってもらえるのか悩み、試行錯誤を繰り返してここまで育ててくれたのでしょう。文章にすれば一行にも満たない「悩み、試行錯誤」ですが、これを３０年以上（兄が３２歳なので）も続けて来た両親には頭が下がります。きっと私達兄弟が今の親の歳になっても、生きている限り彼等は同じように「悩み、試行錯誤」しているんでしょうね。

　親から与えられるのは、そういった直接的なものだけではありません。私が妻の意見を尊重しようと心がけているのは、父がワンマンな家庭を築いていたことから「これは良くない」と理解した為です。また、周囲の人を大事にしようと思えるのも、幼い頃から兄弟で支えあってきた結果でしょう。親の悪癖からでも、間接的に子供はいろんなことを学ぶのです。
　親の欠点は受け継ぎ易いものです。ですから、親は自分が子供に与える影響・責任の大きさを、しっかりと理解しておかねばなりません。冒頭に書いた親達のように、責任転嫁をしてはいけないのです。


　私は今のところ酒乱ではないし晩酌もしませんが、頭に血が昇ったら自分を制御できない所など、かなり父と似ている部分があるようです。
　人間にとって親とは、「最大の教師であり、最大の反面教師である」と私は考えます。だからこそ、なるべく「反面教師」ではありたくない。両親から受け継いだ欠点は直すように、長所は見習うようにして、誰にも恥じる必要の無い親になりたいと思います。そして、息子にもこの考えを受け継いで行ってもらえると嬉しいですね。
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